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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
国
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
２
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
非
常
に
感
染

力
が
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
な
っ
て

瞬
く
間
に
蔓
延
し
、
高
齢
者
や
若
い

方
へ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
や
村
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
か
ら
は
、
改
め
て
村
民
の
皆
さ

ま
に
対
し
て
新
し
い
生
活
様
式
の
徹

底
を
は
じ
め
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
基
本
的
な
感
染
症
対
策
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
去
る
２
月
14
日
か
ら
17
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
利
用
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
第
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。

デイサービスセンターで３回目のワクチン接種を受けるご利用者の皆さん
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令和 4 年度　事業計画及び予算

「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けるために」
～ 地域における新たな支え合いの広がりを求めて ～

　３月 17 日に開催した理事会において、令和 4 年度の事業計画（案）及び予算（案）をご承認いただき、
３月 28 日に開催した評議員会で、同案件について慎重に審議し、議決していただきました。

　高山村社会福祉協議会では、「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けるために」を基本方針として、
重点活動項目の事業を推進しながら、公的な福祉サービスとともに地域住民の福祉への関心や意識を高め、
支え合い活動を通じて地域福祉の推進に努めてまいります。
　また、介護保険事業では常に利用者の皆さんの立場に立ち、一人ひとりに必要な介護や支援の方法を見
極め、満足が得られる良質なサービス運営に努めてまいります。

当協議会は、昭和 54年 10月に法人化し、今年で 43年目を迎えます。当協議会は、昭和 54年 10月に法人化し、今年で 43年目を迎えます。

事業計画事業計画
重点活動項目重点活動項目

フラワーセンターの経営
Ｂ型事業所通所者の就労提供と販売訓練を通じての
社会参加、村内花いっぱい運動への花苗供給を行い
ます。

６

障がい者居宅支援（ホームヘルプ）・生活介護（デイサー
ビス）事業、一般・特定相談支援事業、就労継続支援
Ｂ型事業所の適正な運営に努めます。

障がい者総合支援（自立支援）事業の適正運営 ５

高齢者福祉センター、高齢者交流セン
ター松の湯荘等の適正な管理運営に努
めます。

指定管理者制度による施設管理７

デイサービス・ホームヘルプ・ケアマネ・松
の湯倶楽部の各事業所の適正運営と経営基盤
強化、良質な介護サービスの提供に努めます。

介護保険事業の適正運営 ４

生活困窮者・障がい者等の生活支援、
安心安全なまちづくり活動支援公募
配分事業、赤い羽根共同募金事業等
を推進します。

共同募金の推進 ３

高齢者・障がい者・独り暮らし高齢者・
児童・ひとり親家庭等福祉事業、サ
ロン活動支援、ボランティアの育成・
活動支援、金銭管理・財産保全サー
ビス事業等を実施します。

地域福祉の推進 ２

法令を遵守した健全な財政運営、福祉従事者の専門
性向上に努めます。

法人運営の適正化 １

県社協生活福祉資金、総合支援資金、高山村善
意銀行くらしの資金貸付事業等を実施します。
福祉車両貸出サービス事業を実施します。

貸付等援護事業９

各種義援金募集、日赤会費の募集、日赤奉仕団の育
成と活動を推進します。

日本赤十字社事業10

福祉輸送サービス事業、軽度生活援
助員派遣事業、牧場線バス運行委託、
結婚相談事業、生活困窮者の相談支
援・就労支援等を推進します。

８ 生活支援受託事業
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
高
齢
者
生
活
ト

ラ
ブ
ル
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
参
加
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
将
来
の
健
康
や
介
護
に
関

す
る
不
安
に
敏
感
な
独
居
高
齢
者

や
高
齢
者
夫
婦
が
狙
わ
れ
や
す
い

の
が
、
買
い
物
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

買
い
物
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は

①
訪
問
販
売
：
着
物
や
宝
石
の
販

売
業
者
が
利
用
者
の
家
に
や
っ

て
き
て
、
利
用
者
が
買
っ
て
し

ま
っ
た
。

②
電
話
勧
誘
販
売
：
利
用
者
の

家
に
、
健
康
食
品
や
健
康
機
器

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー  

春
用
花
苗
に
つ
い
て

春
用
花
苗
に
つ
い
て

　

数
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
覆
わ
れ
た

極
寒
の
季
節
が
終
わ
り
、
草
花
が

咲
き
始
め
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。チ
ャ
オ
ル
に
あ
る
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
で
は
、
春
先
に
花
壇
に
植

え
付
け
る
た
め
の
花
苗
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
花
々
は
、
Ｂ
型
事

業
所
に
通
う
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

昨
年
の
秋
か
ら
種
ま
き
を
始
め
、

冬
場
の
温
度
管
理
に
気
を
使
い
な

が
ら
水
や
り
を
し
発
芽
さ
せ
、
そ

の
苗
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
育
苗
ポ
ッ

ト
に
移
植
す
る
こ
と
で
小
さ
い
苗

が
大
き
く
な
り
、こ
の
季
節
、花
を

咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
学

校
や
公
共
団
体
等
か
ら
の
注
文

や
高
山
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参

加
協
力
す
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
自

治
会
な
ど
へ
花
苗
を
出
荷
す
る

た
め
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
職

員
、
利
用
者
を
含
め
そ
の
準
備
に

大
忙
し
で
す
。今
年
も
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、
セ
ン
ニ
チ
コ

ウ
な
ど
の
苗
の
準
備
を
し
て
い
ま

高
齢
者
生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
セ
ミ
ナ
ー

す
。ま
た
、団
体
へ
の
花
苗
の
出
荷

分
の
ほ
か
に
、
個
人
へ
の
販
売
も

行
っ
て
お
り
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な

ど
の
定
番
の
苗
を
は
じ
め
、
今
年

は
ゴ
テ
チ
ヤ
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど

セ
ン
タ
ー
で
は
目
新
し
い
種
類
の

花
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
対
策

の
た
め
、
外
出
を
控
え
る
暮
ら
し

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
花
壇
や
家

の
周
り
を
花
で
飾
る
こ
と
に
よ

り
、
周
囲
の
風
景
や
心
も
華
や
ぐ

と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

を
売
る
た
め
の
セ
ー
ル
ス
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
、
利
用
者
が

買
っ
て
し
ま
っ
た
。

③
点
検
商
法
：
シ
ロ
ア
リ
が
い
る

と
言
っ
て
、
床
下
除
湿
剤
や
乾

燥
機
を
つ
け
さ
せ
ら
れ
た
。

④
送
り
つ
け
商
法
：
利
用
者
の
家

に
突
然
、
食
べ
物
や
健
康
機
器

が
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
。な

ど
が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は

◦
「
結
構
で
す
。い
り
ま
せ
ん
。

買
い
ま
せ
ん
」
と
、
は
っ
き
り

伝
え
る
。電
話
で
の
勧
誘
に
も

は
っ
き
り
と
「
買
い
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
。

◦
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
。

通
知
を
発
し
さ
え
す
れ
ば
効
果

が
生
じ
る
の
で
、
ま
ず
通
知
を

出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
以
上
の
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

◦
主
務
大
臣
に
対
す
る
申
出
を
す

る
。（
申
出
書
式
は
消
費
者
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

◦
消
費
者
セ
ン
タ
ー
や
弁
護
士
に

相
談
す
る
こ
と
も
良
い
方
法
で

す
。

　

研
修
を
受
け
て
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
は
、
悪
徳
業
者
の

被
害
に
あ
っ
て
い
な
い
か
、
注
意

深
く
利
用
者
の
話
し
を
聞
き
、
右

記
の
対
応
方
法
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

令和４年度　一般会計予算
■歳出予算（経理区分）（単位千円）

法人運営法人運営
20,68920,689

（10.4％）（10.4％）
居宅介護等居宅介護等
20,12320,123

（10.1％）（10.1％）

就労継続支援 B 型就労継続支援 B 型
14,189（7.1％）14,189（7.1％）

総合事業総合事業
11,933（6.0％）11,933（6.0％）

地域福祉
1,365（0.7％）

通所介護通所介護
86,423（43.4％）86,423（43.4％）

共同作業所
6,993（3.5％）

生活支援
3,053（1.5％）

共同募金
846（0.4％）

居宅介護支援居宅介護支援
22,42822,428

（11.2％）（11.2％）

高齢者センター
10,343（5.2％）

善意銀行
1,013（0.5％）

■歳入予算（単位千円）

会費 1,936（1.0％）

共同募金配分金収入
826（0.4％）

受託金収入 17,564（8.8％）受託金収入 17,564（8.8％）

前年度繰越金前年度繰越金
11,038（5.5％）11,038（5.5％）

就労支援収入
1,111（0.6％）

補助金 8,429（4.2％）

介護総合支援収入
13,145（6.6％）

事業収入
1,887（1.0％）

利用料収入
1,053（0.5％）

経理区分繰入
19,411（9.7％）

歳　入
199,398

千円

歳　出
199,398

千円

介護保険収入介護保険収入
122,998（61.7％）122,998（61.7％）
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生
活
福
祉
資
金

生
活
福
祉
資
金

特
例
貸
付

特
例
貸
付

独
り
暮
ら
し
高
齢
者

独
り
暮
ら
し
高
齢
者

料
理
教
室
の
開
催

料
理
教
室
の
開
催

地
域
福
祉
支
え
合
い
事
業

地
域
福
祉
支
え
合
い
事
業

サ
ロ
ン
活
動
を

サ
ロ
ン
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か

始
め
ま
せ
ん
か

福
祉
車
両

福
祉
車
両（
車
椅
子
対
応
車
）

（
車
椅
子
対
応
車
）

を
お
貸
し
し
ま
す

を
お
貸
し
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

戦
没
者
慰
霊
法
要
中
止

戦
没
者
慰
霊
法
要
中
止

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
収
入
の

減
少
で
、
生
活
資
金
に
お

困
り
の
世
帯
に
対
し
、「
緊

急
小
口
資
金
」
と
「
総
合

支
援
資
金
」
の
貸
し
付
け

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
受
付

期
間
が
令
和
４
年
６
月
30
日
ま

で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
事
前
の
電

話
予
約
が
必
要
）

　

健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す

た
め
に
は
食
生
活
が
大
切
で
す
。

　

美
味
し
く
食
べ
て
健
康
寿
命

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
の
方
に
ハ
ガ
キ
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　
６
月
10
日 

㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　
保
健
福
祉総合

セ
ン
タ
ー

　

社
協
で
は
、
高
齢
期
を
生
き

生
き
と
健
康
で
過
ご
し
て
頂
く

た
め
、
楽
し
く
集
え
る
憩
い
の

場
（
サ
ロ
ン
等
）
を
運
営
す
る

団
体
に
対
し
、「
地
域
福
祉
支
え

合
い
支
援
事
業
」
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

助
成
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

①
区
主
催
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
敬
老
会
等
の
交
流
事
業

に
対
し
て
（
５
，
０
０
０
円
）

②
定
期
的
に
５
人
以
上
が
集
ま

り
自
主
的
に
運
営
す
る
サ
ロ

ン
活
動
等

◦
月
１
回
程
度
（
年
12
回
開

催
）の
場
合

（
年
額
５
，
０
０
０
円
）

◦
月
２
回
以
上（
年
24
回
以
上
）

の
場
合

（
年
額
１
０
，
０
０
０
円
）

　

社
協
で
は
、
車
椅
子
を
使
用

す
る
方
が
気
軽
に
外
出
で
き
る

よ
う
、
福
祉
車
両
（
車
椅
子
対

応
軽
自
動
車
）
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
院
や
施
設
等
へ
の
入
退

所
、
ま
た
、
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
の
外
出
に

ご
利
用
下
さ
い
。

対
象
者

移
動
の
際
車
椅
子
が
必
要
な
方

利
用
期
間

　

最
長
１
泊
２
日
ま
で

利
用
料

無
料
、
た
だ
し
、
燃
料
代
は

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
社
協
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

４
月
20
日
㈬
に
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
高
山
村
戦
没
者
慰
霊

法
要
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
再
拡
大
を
受
け
、

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
新
た
に
サ
ロ
ン
を
始
め
た

い
」「
参
加
し
た
い
」
等
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

サ
ロ
ン
活
動
と
は

　

生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
、
地
域
住
民
が
定

期
的
に
集
ま
り
、
お
茶
飲
み

や
趣
味
な
ど
の
活
動
を
し
な

が
ら
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

で
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
社

会
参
加
を
す
る
場
。

赤
十
字
社

赤
十
字
社  

会
員
募
集

会
員
募
集

社
協
の
人
事
異
動

社
協
の
人
事
異
動

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
千
曲
川

の
堤
防
が
決
壊
し
た
長
野
市
の
救

援
活
動
を
は
じ
め
、
医
療
活
動
、

国
際
支
援
、
献
血
事
業
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
赤
十

字
社
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
会
費
や

寄
付
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
５

月
は
「
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
月

間
」
で
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
会

員
で
な
い
方
は
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

事
務
局

　

局  

長　
宮
本　

孝
雄

　

次  

長　
毛
利　

富
男

　

令
和
４
年
２
月
発
行
の
社
協

だ
よ
り
第
１
４
０
号
で
、「
介
護

現
場
で
使
用
す
る
た
め
の
布
が
不

足
し
て
い
る
た
め
募
集
し
て
い
ま

す
」
と
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ

ま
か
ら
段
ボ
ー
ル
７
箱
分
の
タ
オ

ル
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
多
数

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
介
護
用
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
こ
こ
ろ
温
ま

る
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

本
誌
掲
載
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
は
、

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
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ま
で

ご
芳
志

　
寄
附
に
対
し
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
山
中
学
校
生
徒
会
　
様

タ
オ
ル　

段
ボ
ー
ル
７
箱

介
護
に
使
用
す
る

古
布
の
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た


